
平成パ計時9芦＝毀発  

髄療保険感奮連合会   

露療療奇病礫泉院遵奉料萌驚更に閤啓愚息曹。家族痢糟ぎ竃袈習』彗晋担  
㌻医療療薗病棟㌫丸院豊艶冨払幡謝啓忠昏鵡j臆肇を竜冨  

晋ヵ グギを等猛撃紅鰭成魚背教（管汚謬臼紗蒋菌療啓病棟あ窺碁車輪弱毒驚憲き  

〔ノ平成柑卑了月・一日から、療養病棟Å院基寒削が、これまでのÅ院病棟覇者譲配   

置に応じた岬韓の包括点数から、患者の医療の必要度た糸口Lの状態に応じた包   

括点数に変更藩れた。ニれによって、同じ病棟にÅ院していてもそ郡状態によって   

算定され愚点数が患者ごとに異なることになる。  

ロ慣性期Å院医療における患者分類を活用した包括評価苺導Åく病棟基準から患   

者基準鵜の変更）は、ここ数年来の健保遮の大きな研究テwマでぁり、アメ葦メカの   

ナ酬シンダホ州ムで導ÅされているRUG（鮎sou柑豊Ut妄‡盲za如㌻盲Gro毒＿jP＄）の韓註に   

姶窓り、日本版RuG分類の開発とその妥当性の検証へと罰登研究を深めてきた仝   

また、そうした研究成果は、申医協障診療報鯛調麿専門職織咲慢性期Å犠医療の   

包括評価調蜜分科会は下、慢性期分科会さにおける患裔分類寒韓成澤ための   

検討に給いて積極的に報告してきたところである。  

〇慢性期分科会が率医協，基本問題か委員会に報告した患者分類は、医療区分3   

段階－ADL区分3段階檜認知機能障害加算の組合せによるj一分類となっていた   

が、申医協において検討された結果、最終的に点数設定されたものは、5分類と1   

加算というごく粗いものとなった。  

⊂）また、運用面においても、患者分類に関するアセスメントデータの提出や∴患者、   

家族への説明という点で、保険者の観点から、懸念を残すものとなってLヽる。  

〔二）しかし、今臥慢性期Å院医療に“病棟基準”から“患者基準”への変革、患者特   

性に応じた評価体系への転換がもたらきれた意義は大きい。分類湾精緻私選   

用薗での改善については、今後、慢性期分科会における調査、検証を通じて取り   

組むべき課題と考える。  

王  

＿  

．亀竜評価勇夏琴錦イント憾轟区分さ農ロL匡脅監藤巻欝俸葉j窮医療匡   

曾、AロL区分、CPSの状態の全こ督詳掛こ解説∫！  

：二）今回導入された包括評価において、最も重要な役割を担っているのが「医療区   

分・ADL区分に係る評価票」くパンフレソトP2～3）であるの患者分類の基礎となる   

患者アセスメントに基づき、医療機関が（原則月1即行うこととされている患者の  
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状態及び区分等についての患者及び家族への説明は、凰刹この評鰭畏様式に   

基づき行われることになっている（留意奉境遇知）。  

〔）そこで、医療樺開からの説明に対する饗解を深め、インブオ…ムドーコン、セント沿州   

助となるよう、保険者からの情報提供の脚環として、評価票の解説を中心とした   

患者ゝ家族向けパンフレットを作成することとLた。  

〔）医療区分芝わ3に挙げられている疾患及び状態の項短資てにつし、て詳細な説明を   

加え沖5～頂7）、※ADLの状態（Pj8～20）、※cpsの程度く野望りにつし㌔ては、ど苺よ   

うな状態を承すのか具体例を挙げて分かり易く解説した。  

宮 ADLニニ介護を要する程度を示すもの  

CPSニ認知機能障害の程度を示すもの  

しコ患者分韓を活用した包括評価は、日本ではまだ馴染みのなし、語意であるご♪その   

上、患者への説明等の情報提供郎密度は、実質的に医療横間寝せとなっており、   

提供きれる医療についてのチェツウ体制の基盤も現状では、繁簡されてし㌔なら＼。  

⊂■ラこれらの点を考慮するた、患者、家族への情報提供ということが、保険者機能群   

発輝とし㌔う点から、まず取り繕むべきことた考える。  

苫。医療籍轟棄権閑情報特有ト「紺＆ぼ艶ん病院壌韓 拶専ぎ監番ぎj  

」一撃  張隠語分野の至嶺について儀化ぎ ＝同寸イトにも八ン7し、Y卜掲載J  

ニュ健保遮では、すでに「患者中心の医療の実現jに向けた具体的な取り鴇み・の≠つ   

として、「けんぽれん病院情報 ぽすぴたる！」を開設し、卓をかしこい患者熟む碍タヲ   

榊医師との対話を大切に岬を基本テ職マに、糀冒による情報提供を通じて「医療   

における患者も笹民の選択」の支援を行っている。現在、特に、童jプ㌔ビ喜jテ鞘・ション   

や最期療養、慢性期Å院医療を専門とする病院の登録の強弓ヒに取り組んでL㌔る   

ところであり、今宮のパンフレットも療養病棟を持つ医療壊閣を検索する方にも見   

てもらえるよう、同サイトにも掲載する。  

C患者及びその家族が、症状と治療内容等を良く理解し、さらに、受けた医療サー   

ビスの対価について知ることは、患者中心の医療の実現のためにも乗切なことで、   

そのためのハンドブックとして、本パンフレットが活用されることを望むものであ   

る。  
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ヽ、・－   、・  ′      ‥  

葱寮簿の食酢館ぎ孟、病≡篤郎窓得で支払うÅ筑紫翔が下がることになりま孝く澹  

、野菜料、馨護寒乳癌驚の好意代なども院び  

あなた尭音波払う見張受済はこのように決ま録ます  

が  ＞（∴∴∴‥、  
∴；‥ミ∴＼・ご・・∴・＼＼、・ご－こ い、、∴－こ・、、・・・  

凍碍璃刷・ミよから緩じ怠る流離書≡沿って、祭£ツタ』てみま蔓㌦よ慧  
は、Zヰぺ冊ジの説明をご覧くださ㌔ちゃ  

わから曳いことカ∫あれば、遠藤せずに転義帝や看護姉に聞きましょうっ  
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2昏′l′、痙賦妄ささ堵署ミ警薫茅葦祥）こい5敗者  
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〝 小～′ ざ √  

■    ■  、兵、の√矢渠n√種崇こ蕪つき、懇芭藍ノ曾苧≡儲辞儀を汚い、ウ′一▲－【～こチ  

2、   

3  



「窺寮及び状態jの領置でチエツ葺蔓れた溶療養費けた   

・・ ・∴    …．＝ノ・阜「－．、・‥J｝－、‥‥了・、・・ －  －．こ・  

てみ窓しょき 

「糸DL得点」により、Å院基本料に通らちがあります¢  

18ぺ仰ジからのrADL区分の評機方法」をみて、ご自身の介簿蓉質する   

支援の程度にあてはまるか確認してみましょう。  

堂島DL簿轟が0～等0頗の方のみが対象です  

那C狩S（認嚢貸樽能障害評価きjの罠コアはも㌔宅つでずか  

㌻CPS」のスコアが3以よか東灘かで、Å院基本料に遠いがあり愛す。  

諾うぺ仰ジの㌢こPSの評価方法jをみても認知機能醇賓の程度にぁてはまる   

かどうか確認してみましょうヵ  
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患者韓の疾費や鴎態、菜ぎテてむ1る褒韓処置帯状況に云こつ∧貰‘、最  

、、  ヾ ミ、・・、・、 ・    、  

「医薬区分透jに誌讃する苫は、次の   

賂欝碍む写ず耶．か督受けてむもるプぎです。  

舘プJ′、㌻Jちゝ慧・れます∵※意  

∴雄∵Hや磯針 
き、で漂ほ雄牛にヰ ■  

ノ｝、′、㌔ ミミ ゾ′一 な究潅念律∴∴十ませ工  ホ断  

賃′ど主ラミ聖二緑．封甘栗やパ  
〉蒙J、産1一 

｝∵た ㌣1慈∴汁   ペン法望汀まあ「＝まヤ∵   

矧掛甲甘㌣無断か＝、㍍∴∴∵ぺ∴㍉い わ婦モ舞病と呼ばれる採点、ヨノ、㌣兼け茂署  

エ〟寺箋、′む瑚架か∵㌣∵∴冶増刊鳶牒牒を撞遷す薫こ 土により諸摘紆雄H∴賽豊牢渓  

j㍉計力持雄射撃ハヾ′ご什′、薔〉、′、－、′く   、鉦批ノ妻；、ノラきだ一ゝノミハ  ㌫、－竜、く  

甘酢や肴塞埴繋がパぺ、二。、現時鍔棒糾でパイ 

r 鉦よ心電図パ噂膏漂せな㌣巧磯察し頂こ酢肇誉）ノノ牒㍉｝基萎瑞賢寧を烹∵∴ます∵バ   

ナイン冬牒招㌢㌢る間借沃ぺ鍔牒け与す‾  

緋打払三宝 盲 車「、     ヱ‡⊥茅∴づ   

〇  



くく  
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錮時報耗持て童藩滋受けている状感度意L愛す  

数滴とは∴勘封汁薬剤ヰ薄絹打電単層十む恕羅拍圭戒、褒  

哲卜杏」∫丸 、 
′f′  ′昔一・、． エ．ヽ  冬方寸仁㌃洋、増∵量                 ～   ′∑′  

、一雨せち食事生野－ふ“…1車／をぎげ′もた；1せ5ニニがY；1妥  

封解離韓埼瑠登寧串  
ハノ＝ 丞守鳥辱墨翫計㌣打って十戒牒緑唇汽紆撃し志す  

払簿甘軒家L 
各線す㌃汗潤沌滅は∴急減潤購凝㌧て薫滴を☆った箪為牒だ日な㌢  

セ／し∴莞∵＼ニ〝 ～‥∫ヒ′ゝ≡寺号己喜、L て二幸棄、首注が葱ほして質点憑彊溌締結一Yさi；くさ～き一打結乾した  

犠さ：ニ｝よ、絆－㌻号が溜まてH‘∃Y象、′ニな－…孟す  

与皇二呼境器と㌶」圭か甘力で噂増すること吏堅臓㍑沌㍍、二、、、∫二的：ニ換気を行う薬登てヰ  

け漕相聞か震えて人工呼、那針㌢使用して∵ペい勘㌣が軍登と烏：≡つま、‘弓  

ぎ＼ 灘勘整＼・＝うニ′う磯沖 う漁師jザ‥卓漣を賀凱て≒≡、′～＼  

√ う零点詫牒結ぺ増た掛か再締結かぺ∵号㈲㍍翫消抒潤匪窯掛に鳶まっこ弧  

線中計丹毒∴棒磯鳶どを∴㌧ヾぺ1十巧胡頒藩せ使って捧封外＼挑漬する型蕎藩登誉す   

、  

てい毒づ雄狛に∴たま∵イ膏浜野や鷺妾ぺ津食塩水意どで洗い熟す乳′ギ打法で、宣                                                        言、ミゝ．＼モ   

蔓ち   



∴ 計数野澤患た詫気ノ邑〉ち′…き  汀 て、  
芸′撞、、 州 い  
′、∧′じ、、． 

㌢計亘た江湖封㌫戌字二詰去ってい戌膏  

‥ L 

ニこ藍。岬〝〝7を、をニ√｝．√へ、ニ藍、、ぎ瀾たぎ‡ま〉′ニ焉w  

気管≡三浦絹ち′とくま．′L凝勘巨、雄藩摘揉消緯豆膏  

ヘY 、デを ミ人ざ盲  、ル′ナ、‡‡：…′‘′ネ   皇室蒙た～芸終焉、シ／′∵督＝予㌣∴∴ア∵エ  

ぺ∴∴㌃Åな豆、二持L∴魂葦  

終業軽部標ほ膏が／畏上が蕊紫檀とさ寮逐ぺ守  

竜重要 レノ t′        と√†  
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「琵療琵霊、芝jに夏京当する窯ば、次の   時務患や処置のもも  

那針卜針賢むするこ 

～ ′′〉で  
とミら…′、“、、⊥瀾 

t 

、 

式ミ…ニイニぎ÷く竹  

〟モ｝ 

、 
、 二法汀し ～いゝつ芝ミヒ、〉き＼垂れる 那ゝミ㌧冬用云二薫パ： ㍉薄遇  

、～ し、き賢、さ′、′＝、′y  宏箋、′く、粟濯に∴仁眼球蓬勲と肛門ぷ粟灘清張  

パかゎ∴㍍結かむ  



ぎ′ノ 、－ミチ〉い／ト くじょうセ∴弓  

（、〉妄、ノ）（  

字ン病澤撞津′樟  

わ窯付を莞けてい／．J   軒ずLぺ′｝喜  

≦董綿毒、ミ、駄作裾翫綱領轟㍍∴乳首すか甜隼  

ぃ∴紅て持＝ノ、ふ毒5、掛行鍾莞∵÷彗孝雄行程  

＝∴㌧ ペ璃漣′、ノ、  

ことぺ主む）卜すj  頼七圭ほ勘か1窯守∵いい  

に対し牒浴彗服イ鶴来痺は掛私的酎甘、巨…ノ  

ヰ亮守パ紺恥離糾明購軋鱗藩駆居辛 

にくい∴中等授や㌔′㍍錮折目鉦巨1ます  

前浩痛如肇輩と類封甘栗に牒再主計巌辛いし牒 ′  

綴と進行甘凝守督廃滅甘言摘緑パ鳥冒  

」′ト思う、じう′二動かけ症  

J、、二‥ノ、ト∴∴上申暴く症津Hヤ1い畑樟甘澤でノト∴キンソン病にぷバイ＝溌射い中  
＞ 

至ミ 

モ 

編出鴎元にある、黒㌢＝ニ∴、 と′〉））といイパ中経甜相鉄が登※仁1た雷㌻与∴や㌻キが宣わ㌧るニ  

トによ羞㌧椋巨＝津車隼病気てぺ∵黒澤、巨∴らかぺトトバミニパーゝ、服告轟愚纏土呵  

′デ乙、ミ～鋸、ノミ姦柳き；妻；雄㌢訃音、書ノ、亨 線染終、ご妄よ∴二 しブ）ト、、’、 しトき室′   し′jニ湖若緑ノ  

一、言 

！〉もりナ √／／こが酢手と な釣ふ二，か≡よ動作を f二l盲卜董と）くミ′ミュ二 i、ります∵モ直結ぷ  

た症状  鉦出串招緋酎小判ふなナ姉川針いバ鉦躯雄欄、動作轟幣、宜箪異澤とト ー  

べ㌧十上川牒東掛購打項凍結けLかす斗掛酎絆捏渡鳥斗椚封か：刷Ⅷ  

槙′匿凋㍍嘉各封凋＝二Lます  

・二、さ   



欄魔謡酢叛服、とな1ぺ  駄科か最ぼ綴塞思弁厨郎離描上  

、亘㍉トット織 ぺ綴冒鋸極力症∵∵が射′言‡妄き ∫、｝くくト  

…精工∴再録育十′絹針車精薄誉い  

バ誹錮詔け栄∵莞津川＼滴りいヤ∵イ  、バイト洲ン1∴塞瀦′靭薄墨雷、症∴∴十∴ノナ＼／・＼  

／病トハンテントン寒瀦潔い∴モヤギヤ幼木やイリブ牒摘蟻消対＼症う言ウ★ナナ…ゼ持  

糠南′ 持登悍睾雷パ里う1油鳶畑＼雄摘／ こ千〈毒′こ緑薫撞…′症摘掩燕摩濃度や症∴ －j ノ…1‡く毒  

ゥ＼トト冊子十両、狛樹齢∴豪打か櫛㌻凋紺津雄藩∵広範甘軒勘酔省  

き＞′雄汁描汽車、川里酢変∴パ錆／；津要職′ミ：三…持ノ室’′＝溝川恒彊叛諒∴諭は堅瀦′沫㌫基精  
摘雄溜膵増減′≒ 粗塞誉免堕守／、㌻緑甘ト∵、 ∴ハいトト ーくノ目 す ノ‥7  

L賞′トノヤ ー ′。宴きt室、牛1巨㌣ト1トヤ十㌣ イン十→軋凍灘照萬塞甘木釈症  
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